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観峰館の臨書作品（２） 
－《崔敬邕墓誌銘》を中心に－
【観峰館オンライン講座】第８回



はじめに
講座の流れ

　はじめに 

　《崔敬邕墓誌銘》について 

　李瑞清（1867～1920）の臨書作品 

　書風の検討ー選択と目的ー 

　おわりに



主な図版※一部修正を加えています



《牛橛造像記》 
北魏　太和19年（495）刻 
紙本墨拓、79.4×37.7㎝、 

観峰館蔵

• 北魏刻石の例。 

• 嶮勁（けんけい＝けわ
しく強い（かたい）さ
ま） 

• 線が直線的 

→曲線的 

• 起筆やハライが太い 

→肥痩の変化が少ない 

• 点画が尖っている 

→角が丸い



李瑞清（1867～1920） 
《楷書臨崔敬邕墓誌銘軸》 
中華民国4年（1915） 

紙本墨書、135.1×65.9㎝、 
観峰館蔵



鄭道昭（?～516） 
《鄭羲下碑》 

北魏　永平4年（511） 
紙本墨拓、 

33.7×17.9×3.2㎝、 
観峰館蔵



《崔敬邕墓誌銘》 李瑞清 《鄭羲下碑》

過剰に震える線で書く＝「鋸体」 
岩肌に刻まれ風化した文字を想起させるスタイル

※「鋸体」は手本の「再現」ではない



倣書臨書 自運



何紹基（1799～1873） 
《隷書臨張遷碑四屏》 

清時代後期 
同治年間（1860年代）頃 

紙本墨書 
各166.1×43.5㎝ 

観峰館蔵



李瑞清 何紹基



李瑞清（1867～1920） 
《臨書冊》（虞世南 

《孔子廟堂碑》の臨書部分） 
中華民国7年（1919） 

紙本墨書、34.6×37.4㎝、 
観峰館蔵



《楷書臨崔敬邕墓誌銘軸》（部分） 《臨書冊》（虞世南《孔子廟堂碑》の臨書部分）



書風の選択

• 李瑞清は鋸体しか書けなかったわけでは
ない。 

→鋸体という書風を「選択」していた。 

→なぜ？ 

• 作品を受容する（購入する）上海の人々
に販売するため＝流行のスタイル。

《楷書臨崔敬邕墓誌銘軸》
（部分）

《臨書冊》（虞世南《孔子廟堂碑》
の臨書部分）



曾熙（1861～1930） 
《楷書五言対聯》 

清時代後期～中華民国初期頃 
蝋箋墨書、各154.5×37.0㎝、 

観峰館蔵

李健（1881～1956） 
《隷書臨石門銘軸》 

中華民国 
紙本墨書、 

139.5×38.0㎝、 
観峰館蔵



李瑞清（1867～1920） 
《楷書臨崔敬邕墓誌銘軸》 
中華民国4年（1915） 

紙本墨書、135.1×65.9㎝、 
観峰館蔵

おわりに

• 《崔敬邕墓誌銘》を、
「鋸体」という流行の
スタイルで臨書する。 

• 手本を「再現」したの
ではなく、書家による
意図的な「表現」。 

• 作品を受容するのは、
中華民国初期の上海に
いた人々。

※流行＝ある時代
／地域で一時的に
広まるもの。



次回の観峰館オンライン講座
予告

観峰館所蔵品を鑑賞しよう（４） 

辻本史邑の臨書帖「屏風土代」について 

講　師：寺前 公基（観峰館 学芸員） 

日　時：2021年7月25日（日） 

　　　　14：00～（約30分間）


